生活保護の留意事項
１　家族の中で、働くことのできる人は、仕事に励んでください。
　　・体や精神の状態や能力に応じて、お仕事をしてください。
２　現在の所持金や通帳預金があれば生活費に充ててください。
　　・お持ちのお金がある場合は、まずはそのお金で生活をしてください。
　　　10万円以上の預貯金がある場合はそのお金を生活費に充てなくてはなりません。
３　現在のあなたの財産で利用できるものは、生活のために活用してください。
　　例えば、証券（株券）、貴金属、生命保険、不動産などです。
　　・証券（株券）や貴金属は売却し、生活費に充ててください。
　　・生命保険で解約金が発生する場合は解約し、生活費に充ててください。
　　・不動産は売却し、生活費に充ててください。
　　・自動車は売却し、生活費に充ててください。
　　　※生活保護世帯は、上記のものを保有することは原則、認められておりません。
　　　　生活状況の聞き取りの中で保有が認められる場合もあります。
　　・高い家賃の賃貸にお住いの場合は、安い家賃の所へ引越をしてください。
　　　（生活保護の家賃は単身世帯の場合37,200円が上限額となります。）
